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　馬瀬振興事務所前などを会場に11月5日、「南飛騨まぜ秋の
ふるさとまつり」が開催され、農林水産物の品評会やバザー
などが行われました。9チームが参加した大縄跳び大会では、
仮装をしたチームがいくつも登場。観客を沸かせました。1チー
ム12人のそろった掛け声が、秋晴れの空の下、約1600人が
詰め掛けた会場に何度も上がっていました。

息はぴったり！　衣装もぴったり？
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平
成
19
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
、
市
で
は
小
坂
町
落
合
地

内
で
御
嶽
パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
（
事
業

費
約
４
億
９
千
万
円
）。

　

建
設
の
工
期
は
今
年
10
月
31
日

で
し
た
が
、
７
月
の
大
雨
に
よ
る

災
害
で
県
道
が
通
行
止
め
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
工
期
が
延

び
、
来
年
７
月
中
旬
の
オ
ー
プ
ン

に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

土
地
は
国
有
林
10
万
平
方
㍍
余

を
借
り
受
け
、
う
ち
約
３
万
平
方

㍍
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
敷
地
と
し
て
い

ま
す
。
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
６

コ
ー
ス
を
備
え
、外
周
に
幅
３
㍍
、

延
長
５
０
０
㍍
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
置
。

コ
ー
ス
内
側
は
、
輝
緑
岩
と
呼
ば

れ
る
岩
石
を
細
か
く
砕
い
た
も
の

が
敷
き
詰
め
ら
れ
ま
す
。

　

御
嶽
パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

標
高
１
７
０
０
㍍
の
「
準
高
地
」

に
建
設
し
て
い
ま
す
。
高
地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
標
高
１
８
０
０
〜

３
０
０
０
㍍
の
「
高
地
」
で
行
わ

れ
ま
す
が
、
標
高
１
７
０
０
㍍
で

も
十
分
に
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

効
果
は
あ
る
と
専
門
家
は
話
し
て

い
ま
す
。

高地トレーニングとは

　空気の薄い高地でトレーニングすることにより、心肺機能を高める　空気の薄い高地でトレーニングすることにより、心肺機能を高める

練習方法です。空気が薄くなると、血液中の酸素の総量を確保するた練習方法です。空気が薄くなると、血液中の酸素の総量を確保するた

めにヘモグロビンが増加します。そのまま低地へ降りれば増えたヘモめにヘモグロビンが増加します。そのまま低地へ降りれば増えたヘモ

グロビンのお陰で血液は通常よりたくさんの酸素を運ぶことができ、グロビンのお陰で血液は通常よりたくさんの酸素を運ぶことができ、

長距離を走っても疲れにくいからだになるというものです。

　低酸素の過酷な条件下でトレーニングをするわけ　低酸素の過酷な条件下でトレーニングをするわけですから、高地トですから、高地ト

レーニングは専門家による指導が必要です。

　しかし、一般市民の方でも高地での適度な運動は健康増進に効果的　しかし、一般市民の方でも高地での適度な運動は健康増進に効果的

です。なぜならば、高地は平地よりもエネルギー消費量が多く、脂肪です。なぜならば、高地は平地よりもエネルギー消費量が多く、脂肪

燃焼の効果が良くなるからです。高地ではより少ない運動量で、平地燃焼の効果が良くなるからです。高地ではより少ない運動量で、平地

並みの効果が期待できるのです。

高地トレーニングとは

　空気の薄い高地でトレーニングすることにより、心肺機能を高める

練習方法です。空気が薄くなると、血液中の酸素の総量を確保するた

めにヘモグロビンが増加します。そのまま低地へ降りれば増えたヘモ

グロビンのお陰で血液は通常よりたくさんの酸素を運ぶことができ、

長距離を走っても疲れにくいからだになるというものです。

　低酸素の過酷な条件下でトレーニングをするわけですから、高地ト

レーニングは専門家による指導が必要です。

　しかし、一般市民の方でも高地での適度な運動は健康増進に効果的

です。なぜならば、高地は平地よりもエネルギー消費量が多く、脂肪

燃焼の効果が良くなるからです。高地ではより少ない運動量で、平地

並みの効果が期待できるのです。
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高
ト
レ
施
設
を
見
学

　

市
政
見
学
バ
ス
を
10
月
29
日
に

実
施
し
、
75
人
の
参
加
者
が
御
嶽

パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
御
嶽

パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
飛
騨
御

嶽
高
原
尚
子
ボ
ル
ダ
ー
ロ
ー
ド

（
高
山
市
高
根
町
日
和
田―

下
呂

市
小
坂
町
落
合
）、
平
成
13
年
に

開
設
さ
れ
た
高
山
市
高
根
町
日
和

田
の
日
和
田
ハ
イ
ラ
ン
ド
陸
上
競

技
場
な
ど
を
見
学
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
陸
上
競
技
場
で
は
下
呂
市
、
高

山
市
の
担
当
職
員
が
施
設
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
実
際
に
ト
ラ
ッ
ク
を

歩
き
、
パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

整
備
さ
れ
て
い
る
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
感
触
な
ど

を
確
か
め
ま
し
た
。

▼
参
加
者
の
声

「
施
設
間
の
道
路
整
備
が
必
要
」

（
70
代
男
性
・
御
厩
野
）

「
完
成
後
は
日
本
中
に
Ｐ
Ｒ
し
、

大
勢
の
人
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」

（
70
代
女
性
・
金
山
町
金
山
）

「
陸
上
だ
け
で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー

な
ど
ほ
か
の
競
技
も
施
設
を
有
効

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」（
60
代
男

性
・
小
坂
町
大
垣
内
）

日和田ハイランド陸上競技場で

　

岐
阜
県
と
高
山
市
、
下
呂
市
で

は
、
日
本
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
メ
ッ
カ
を
目
指
し
て
「
飛
騨
御

嶽
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ

ア
」
の
整
備
を
進
め
、
国
の
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」
を
誘
致
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
、
下
呂
市
小
坂

町
の
濁
河
地
内
か
ら
、
高
山
市
朝

日
町
・
高
根
町
に
広
が
る
標
高

１
２
０
０
〜
２
２
０
０
㍍
の
高
原

で
、
素
晴
ら
し
い
自
然
を
保
全
し

つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
効
果
を
高
め
、
一
般
市
民

の
憩
い
の
場
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

場
に
す
る
こ
と
を
基
本
構
想
に
し

て
い
ま
す
。

　

エ
リ
ア
内
に
は
、旧
高
根
村（
現

高
山
市
）
の
整
備
に
よ
る
日
和
田

ハ
イ
ラ
ン
ド
陸
上
競
技
場
や
、
県

に
よ
る
飛
騨
御
嶽
高
原
尚
子
ボ
ル

ダ
ー
ロ
ー
ド
（
整
備
途
中
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
高
地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
に
な
る
た

め
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
目
指

し
、
県
と
高
山
市
、
下
呂
市
が
一

体
と
な
っ
て
中
央
に
情
報
発
信
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア

　旧高根村と旧朝日村（以上現在の高山市）、旧小坂町（下呂市）に　旧高根村と旧朝日村（以上現在の高山市）、旧小坂町（下呂市）に

またがる飛騨御嶽高原高地トレーニングエリアは、全天候型の陸上競

技場である日和田ハイランド陸上競技場を始めとした「オケジッタ日

和田ゾーン」や「チャオ御岳スノーリゾートゾーン」、そして御嶽パ和田ゾーン」や「チャオ御岳スノーリゾートゾーン」、そして御嶽パ

ノラマグラウンドを擁し、温泉による保養休憩ゾーンでもある「濁河

温泉ゾーン」など、計６箇所のゾーンで構成されています。

　この中には、その誘致を視野に入れた「ナショナル高地トレーニン

グセンター誘致ゾーン」も含まれています。

　　６箇所のゾーンに加え、シンボルロードとして「飛騨御嶽高原尚子６箇所のゾーンに加え、シンボルロードとして「飛騨御嶽高原尚子

ボルダーロード」が、「チャオ―」と「濁河―」の２ゾーンを結んでボルダーロード」が、「チャオ―」と「濁河―」の２ゾーンを結んで

います。

　これらは県が平成 14 年 3月に策定した、「飛騨御嶽高原高地トレー　これらは県が平成 14 年 3月に策定した、「飛騨御嶽高原高地トレー

ニングエリア構想」に基づき整備が進められているものです。

飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア

　旧高根村と旧朝日村（以上現在の高山市）、旧小坂町（下呂市）に

またがる飛騨御嶽高原高地トレーニングエリアは、全天候型の陸上競

技場である日和田ハイランド陸上競技場を始めとした「オケジッタ日

和田ゾーン」や「チャオ御岳スノーリゾートゾーン」、そして御嶽パ

ノラマグラウンドを擁し、温泉による保養休憩ゾーンでもある「濁河

温泉ゾーン」など、計６箇所のゾーンで構成されています。

　この中には、その誘致を視野に入れた「ナショナル高地トレーニン

グセンター誘致ゾーン」も含まれています。

　６箇所のゾーンに加え、シンボルロードとして「飛騨御嶽高原尚子

ボルダーロード」が、「チャオ―」と「濁河―」の２ゾーンを結んで

います。

　これらは県が平成 14 年 3月に策定した、「飛騨御嶽高原高地トレー

ニングエリア構想」に基づき整備が進められているものです。
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に
、
皆
さ
ん
自
身
が
市
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
を
問
う
て
く
だ
さ

い
。』「
参
画
と
協
働
」
と
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

主
体
的
に
自
分
の
意
見
や
知
識
、

経
験
な
ど
を
発
揮
し
、
行
政
と
一

緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
な
の
で
す
。

―
―

多
く
の
自
治
体
が「
参
画
」と「
協
働
」

を
住
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の

理
由
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

社
会
は
複
雑
化
し
、
価
値
観
が
多
様

化
す
る
現
代
に
お
い
て
、
す
べ
て
を
行

政
に
ま
か
せ
る
の
に
は
無
理
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
「
協
働
」
の
精
神
な

し
に
は
、
豊
か
な
地
域
生
活
を
送
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

行
政
の
役
割
、
民
間
の
役
割
を
明
確
に

し
な
が
ら
、企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
地
域

こ
そ
活
力
に
満
ち
た
地
域
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
が
め
ざ
す
方
向
な
の
で
す
。

―
―

私
た
ち
市
民
が
「
参
画
」
と
「
協
働
」

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

具
体
例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

合
併
以
前
か
ら
、
数
多
く
の
取
り
組

み
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
市
に
な
っ

て
か
ら
の
「
参
画
」
と
「
協
働
」
の
具

体
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
広

く
市
民
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
に
対
し
て
は
考
え
方
を
公
表
し
、

検
討
を
行
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
進
め
て

い
る
南
飛
騨
総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ(

仮
称)

の
建
設
や
景
観
条
例
の
制
定
で
は
、
テ
ー

マ
を
決
め
て
自
由
な
討
論
や
交
流
を
行
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
市
民
の
参

画
を
得
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

協
働
の
取
り
組
み
で
は
、
市
の
温
泉
施

設
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
28
の
施
設
が
今
年

度
か
ら
行
政
に
変
わ
っ
て
民
間
事
業
者
に

よ
っ
て
管
理
運
営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
来

春
か
ら
は
萩
原
南
保
育
園
も
地
域
住
民
で

つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

ま
す
。
ま
た
「
や
る
気
支
援
制
度
」
の
よ

う
に
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
も
各
地
で

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
ま
ま
で

の
行
政
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
や
地
域
と
の
協

働
な
く
し
て
は
進
ま
な
い
の
で
す
。

―
―

行
政
側
の
勝
手
な
都
合
で
参
画
さ
せ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
？

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
は
根
拠
が

な
く
、「
や
っ
て
も
、
や
ら
な
く
て
も
良

い
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
し
か
あ
り
ま
せ

「
協
働
」
と
「
参
画
」
を
掲
げ
る
理
由

―
―

市
長
は
「
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

「
参
画
と
協
働
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
？

　
『
国
家
が
皆
さ
ん
の
た
め
に
何
を
し
て

く
れ
る
か
を
問
う
前
に
、
皆
さ
ん
自
身
が

国
家
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
問
う
て

く
だ
さ
い
。』　

35
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
有
名
な
演
説

の
一
説
を
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。『
あ

ら
ゆ
る
こ
と
を
国
に
頼
り
、
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
が
愛
す

る
祖
国
の
た
め
に
一
体
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。』
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
協
働
」
の
精
神
が
叫
ば
れ
、「
お
ま
か
せ

民
主
主
義
か
ら
の
脱
却
」
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
演
説
の
中
の
「
国
家
」
を
「
市
」

と
置
き
換
え
て
考
え
る
と
、
市
の
向
う
方

向
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。『
市
が
皆
さ
ん

の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ
る
か
を
問
う
前

～市長に聞くこれからのまちづくり～

まちづくりに、
住民の参画と協働を
まちづくりに、
住民の参画と協働を
市では合併以来「住民の参画と協働によるまちづくり」
を進めています。市民参加のまちづくりとは何か、今
後の進め方について山田市長に話を聞きました。
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ん
で
し
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
住
民

の
「
参
画
と
協
働
」
を
保
障
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
「
今
の
参
画
・
協
働
の

手
続
き
で
十
分
で
あ
る
か
」
な
ど
の
検
討

も
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の

制
定
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

考
え
よ
う　

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

―
―

ま
ち
づ
く
り
条
例
と
は
、
ど
う
い
う

も
の
で
す
か
？

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
は「
自
治
体
の
憲
法
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
の
市
民
・
行
政
共
通
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

下
呂
市
が
活
力
あ
る
地
域
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
は
、
自
ら
の
考
え
で
政
策
を
選

択
・
実
行
し
て
い
く
自
主
自
立
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
で
は
、
自
治
の
基
本

理
念
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
の
権
利
や
責

務
、
行
政
の
役
割
や
責
務
を
明
ら
か
に
す

る
な
ど
、
基
本
的
な
手
立
て
を
「
条
例
」

と
い
う
形
に
し
て
定
め
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
新
し
い

《
ま
ち
づ
く
り
》
へ
の
思
い
を
大
切
に
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

―
―

ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
ど
の
よ
う
に

つ
く
る
の
で
す
か
？

　

市
民
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
」(

公
募
制)

と
学
識
経
験
者
や
民
間

団
体
な
ど
の
各
層
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ

る
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
す
。

市
民
会
議
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
「
住
民
説
明
や
情
報
公
開
を
し

て
ほ
し
い
」、「
会
議
や
活
動
へ
の
市
民
参

加
を
保
障
し
て
ほ
し
い
」、「
私
た
ち
に
は

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
画
・
協
働
と
い
っ
た
市
民
と

行
政
の
役
割
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
意
見
・
提
案
を
出
し
合
い
、
取
り
ま

と
め
、
条
例
案
を
検
討
す
る
「
下
呂
市
ま

ち
づ
く
り
条
例
策
定
委
員
会
」
に
提
出
し

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
委
員
会
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、

条
例
の
素
案
を
検
討
、
作
成
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
条
例
策
定
ま
で
に
は
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
反
映
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

り
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
説
明
会
や
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す　

こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
が
主

役
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご
参
加
と
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【市民会議の構成】
　市民会議には、地域のまちづく
りを支える住民リーダーをはじめ、
下呂市のまちづくりに関心を持つ
市民によって構成します。

【会議の開催】
　月１回～２回の開催を想定して
います。

【その他】
　会議はテーマ設定を行い、小グ
ループでのワークショップ形式で
行います。なお、皆さんが活発に
意見交換ができるよう手助けする
方を設ける予定です。

　
■募集人数…募集人数に制限は設
　けません。
■応募資格…市内に在住する 20
　歳以上の方、または地域活動・
　ＮＰＯ活動などをされている方、
　まちづくりに積極的に取り組ん
　でいただける方。
■応募方法…応募用紙に必要事項
　を記入し、郵送・ファクシミリ・
　Ｅメールで提出してください。
　※申込用紙は市役所下呂庁舎、
　萩原庁舎、各振興事務所の窓口
　にあります。また市ホームペー
　ジに掲載しています。アドレス
　http://www.city.gero.lg.jp
■募集期間…12 月 25 日（月）。
　郵送の場合は当日消印有効です。
■提出先…〒 509-2295（住所不
　要）下呂市企画部総合政策課
　Ｅメール：sougouseisaku@　
　city.gero.lg.jp  
　ＦＡＸ…25-3250
■問合先…☎24-2222内線 (253)

下呂市まちづくり基本条例制定までの流れ

市民ミーティング（各地域　随時開催）

まちづくり市民会議

まちづくり条例策定委員会

意見の表明

まちづくりへの思いをとりまとめ

素案を検討

経過報告・説明
市民（地域）
議　会

パブリックコメント 市長に答申

下呂市議会

市　民

素　案 修正案

条例案の上程

意見交換

意見の収集・情報の提供 下呂市まちづくり
条例の施行普及啓発

条例案の審議・成立

～あなたの声がまちづくりを変えます～

「まちづくり市民会議」
委員募集

☆　募集要項　☆
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会　計　名 予 算 額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 4,186,031 2,006,862 1,385,568

老 人 保 健 医 療 4,625,254 2,073,780 1,899,584

介 護 サ ー ビ ス 900,016 365,986 341,891

介 護 保 険 2,244,458 1,072,041 701,604

簡 易 水 道 982,871 388,888 329,689

下 水 道 3,540,756 1,151,711 1,194,911

小 坂 診 療 所 392,228 183,162 124,035

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 放 送 73,834 44,032 34,145

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 通 信 37,196 20,874 13,614

財　産　区（下呂） 16,227 3,943 3,354

財　産　区（竹原） 724 716 0

財　産　区（上原） 755 550 130

財　産　区（中原） 1,435 1,421 536

財　産　区（金山） 10,688 10,678 0

財　産　区（下原） 7,810 4,778 417

財　産　区（東） 247 247 1

（単位：千円）

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 279,068 144,092

支出 218,497 42,357

資本的
収入 7,299 7,258

支出 95,013 30,090

（単位：千円）○水道事業

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 337,820 145,399

支出 334,300 128,242

資本的
収入 0 0

支出 13,900 0

（単位：千円）○下呂温泉合掌村事業

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 1,307,000 526,444

支出 1,307,000 568,591

資本的
収入 55,219 12,827

支出 120,562 43,899

（単位：千円）○金山病院事業

区　　分 基　金　名　称 ９月末現在高

一 般 会 計

財 政 調 整 基 金 3,497,273

減 債 基 金 1,132,400

その他の特定目的基金 3,162,040

積立基金　小計 7,791,713

土 地 開 発 基 金 273,415

その他の定額運用基金 217,023

運用基金　小計 490,438

一般会計　計 8,282,151

特 別 会 計

積 立 基 金 1,836,567

運 用 基 金 8,500

特別会計　計 1,845,067

合　　　　計 10,127,218

（単位：千円）

区　　　　分 ９月末現在高

一 般 会 計 21,806,307

介 護 サ ー ビ ス 641,439

簡 易 水 道 5,250,386

下 水 道 22,921,229

小 坂 診 療 所 624,271

上 水 道 481,236

金 山 病 院 157,129

計 51,881,997

（単位：千円）

区　　分 ９月末現在髙

　土　地（㎡） 3,433,671

　建　物（㎡） 298,606

　山　林（㎡） 49,543,728

　有価証券（千円） 99,260

　出資金（千円） 157,057

市有財産の状況市有財産の状況市有財産の状況
言葉の説明

市　債…公共施設の建設など、市が一度に多

額の出費を必要な場合に認められる

長期の借入金で、その返済を長期間

分割することにより、市の財政負担

を平均化し、世代間の住民負担を公平

にするという役割も果たしています。

公債費…借り入れた市債の返済に充てる経費

で、元金の返済金とその利息のこと

です。いわゆる借金の返済費用です。
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下呂市の“台所事情”
市では、毎年 6月と 12月に財政状況を公表します。今回お知らせ市では、毎年 6月と 12月に財政状況を公表します。今回お知らせ
するのは、平成 18年度上半期（4月～9月）の予算の執行状況とするのは、平成 18年度上半期（4月～9月）の予算の執行状況と
基金や市債の現在高などです。数値は平成18年9月30日現在です。基金や市債の現在高などです。数値は平成18年9月30日現在です。

予算額

収入済額

歳入予算額
236億8,856万7千円
収入済額
99億0,144万8千円
（執行率41.8％）

予算額

支出済額

歳出予算額
236億8,856万7千円
支出済額
96億6,001万3千円
（執行率40.8％）

市の貯金

市の借金

市の貯金

市の借金

市の貯金

市の借金うち、３月末までに使ったお金は

  96億6,001万円
うち、９月末までに使ったお金は

  96億6,001万円

１８年度の予算は（一般会計）

236億8,856万円
１８年度の予算は（一般会計）

236億8,856万円

一般会計の状況一般会計の状況

10億５億５億 15億 25億 50億20億 40億10億15億20億25億30億35億40億 60億 70

民 生 費

公 債 費

土 木 費

総 務 費

農林水産業費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

災害復旧費

議 会 費

そ の 他

地方交付税

市 税

市 債

繰 入 金

県支出金

国庫支出金

繰 越 金

地方譲与税

諸 収 入

地方消費税交付金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

そ の 他

予算額 （執行率） 予算額（執行率）

（72.3％）

（50.8％） 47億7,442万5千円

（72.3％）

（40.8％）30億2,330万5千円

（42.1％）43億2,206万4千円

（39.5％）36億8,431万8千円

（36.9％）23億8,343万8千円

（47.0％）35億5,890万4千円

（41.5％）

（44.5％）18億1,561万3千円

（37.1％）

（53.1％）

（0.5％）

（40.8％）

（50.8％）

（100.0％）

（0.1％）

（6.0％）

（100.0％）

（10.1％）

（47.0％）

（29.4％）

（39.8％）

（31.1％）

（0.1％）

15億6,235万3千円

13億2,891万2千円

16億1,884万9千円

（0.1％）

（6.0％）

（100.0％）

（10.1％）

（47.0％）

（61.3％）（61.3％）

（29.4％）

（39.8％）

（31.1％）

（0.1％）

（28.0％）

（100.0％）

（56.6％）

72億215万5千円72億215万5千円72億215万5千円

30億2,330万5千円

（42.1％）43億2,206万4千円

（39.5％）36億8,431万8千円

（36.9％）23億8,343万8千円

（47.0％）35億5,890万4千円

（41.5％）

（44.5％）18億1,561万3千円

（37.1％）17億447万2千円

18億134万4千円

17億447万2千円

（53.1％）5億8,902万円

（48.3％）1億7,104万4千円

（0.5％）5億8,423万1千円

（24.5％）5,081万4千円

47億7,442万5千円

38億250万円38億250万円

15億6,235万3千円

9億7,866万8千円

13億2,891万2千円

3億7,781万7千円

4億円

4億7,756万円

5億5,381万2千円

2億9,521万9千円

16億1,884万9千円

1億4,300万円

9,350万8千円

7,978万9千円

１人あたり

21万円

１人あたり

56万円

※金額は予算額

18億134万4千円

（平成18年９月末
 下呂市人口39,008人）

一般会計

平成18年度上半期（４月～９月）の財政事情

下呂市の“台所事情”下呂市の“台所事情”
お知らせします
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功
績
の
あ
っ
た
７
人
を
表
彰

市
功
労
者
表
彰
式

《住民生活》
遠藤義信さん（80歳）　金山町金山

金山地区交通安全協会の理事
として24年の長きにわたり、
地域の交通安全意識の高揚と
啓発に尽力されました。うち、
２年間は協会長として住民生
活の安定に貢献されました。

《教育文化》
桂川庄策さん（61歳）　萩原町上呂

萩原町及び市体育指導委員と
して 30 年 11 カ月の長きに
わたり、スポーツ活動の振興
に尽力され、うち 16 年間は
委員長及び支部長とし教育文
化の向上に貢献されました。

《社会福祉》
萼富美子さん（48歳）　金山町金山

人権擁護委員として 15 年２
カ月の長きにわたり、豊富な
知識と社会奉仕の精神を持っ
て人権啓発活動の推進に尽力
され、社会福祉の向上に貢献
されました。

《保健衛生》
今井すゞさん（90歳）　萩原町四美

39 年２カ月の長きにわたり、
助産所を開設し、数多くの出
産を手がけるなど、山間地域
における母子保健衛生の推進
に尽力され、保健衛生の向上
に貢献されました。

《社会福祉》
礒部　豊　さん（78 歳）　金山町金山

18 年の長きにわたり、保護
司として犯罪のない明るい社
会づくりに尽力され、社会福
祉の向上に貢献されました。

《地方自治》
田口利幸さん（74歳）　金山町金山

金山町選挙管理委員会委員
（内、委員長４年）として 16
年 11 カ月の長きにわたり、
選挙の管理執行並びに啓発活
動に尽力されました。

《地方自治》
大前　均　さん（57 歳）　萩原町羽根

31 年３カ月の長きにわたり
消防団業務に精励されまし
た。うち２年間は萩原消防団
長として団員の指導・育成、
団組織の充実に尽力されまし
た。

　

11
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
ひ
だ
下

呂
エ
ー
ピ
ク
で
、
今
年
度
の

市
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
が
「
皆

さ
ん
の
多
大
な
ご
功
績
は
、

郷
土
を
愛
し
、
人
を
愛
す
る

精
神
の
た
ま
も
の
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
功
労
者
７
人

の
功
績
を
紹
介
。
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績

と
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
磯
部
豊
さ
ん
が
、「
こ
の

栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
精
進
し
、
微
力
な
が
ら

今
後
も
下
呂
市
の
た
め
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
　
　
【
総
務
部
・
総
務
課
】
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今
年
秋
の
褒
章
受
章
者
が
11
月

２
日
付
で
、
同
じ
く
叙
勲
の
受
章

者
が
翌
３
日
付
で
政
府
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
10

月
13
日
に
は
危
険
性
の
高
い
仕
事

を
さ
れ
た
人
を
対
象
と
し
た
「
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
の
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
市
内
で
あ
わ
せ
て

４
名
の
方
が
叙
勲
の
栄
に
輝
か
れ

ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
の
は
ご
覧
の
方
々

で
す
。　
　
【
総
務
部
・
総
務
課
】

市
内
か
ら
４
名
が
栄
誉
に

秋
の
褒
章
、
叙
勲
の
受
章
者

《危険業務従事者叙勲》瑞宝双光章
桂川　勝廣さん（森）

元益田広域事務
組合消防監。昭
和 43 年 か ら 初
代下呂消防署長

として、54 年からは益田郡の
広域消防本部の消防長として、
長年消防業務に励まれました。

《叙勲》瑞宝双光章（消防功労）
今井　清雄さん（門和佐）

1960（昭和 35）
年に当時の下呂
町消防団に入団。
97 年からの 3 年

間は団長を務められ、防火意
識の啓発や自主防災組織の育
成にご尽力されました。

《褒章》黄綬褒章（業務精励）
伊東　佑さん（森）

益田信用組合理
事長。1966（昭
和 41）年に同組
合に入られ、91

年から理事長に。市内に本店
を構える唯一の金融機関とし
て、地域を支え続けています。

《叙勲》瑞宝単光章（社会福祉功労）
矢島　弘之さん（金山町菅田笹洞）

1962（昭和 37）
年から 36 年間、
当時の金山町で
民生・児童委員

を務められ、うち 4年間は町
の民生児童委員協議会会長と
してご尽力されました。

　11月 5日に岐阜市と羽島市をコースに開催された第
18回県高校女子駅伝競争大会で、益田清風高校が初優
勝を果たし、12月 24 日に京都市で開かれる全国大会
への出場権を獲得しました。
　県大会では、野村沙世さん（萩原町上村）が 1区で
先頭に立ち、白川こずえさん（高山市）、三野島未紀さ
ん（同）、渡辺めぐみさん（同）、鈴山恵里さん（小坂
町大垣内）とたすきをつなぎ、栄冠を勝ち取りました。

都大路に吹け “益田の風”
益田清風高が県高校女子駅伝Ｖ

全国家庭婦人バレーで準優勝
　10 月 12 日から 14 日まで、甲府市を
主会場に開催された「第 18 回全国家庭
婦人バレーボール連盟いそじ大会」で、
岐阜県代表として出場した「ひだフラ
ワー」チームが、ブロック準優勝を果た
しました。
　同チームには、市内から監督の伊東弘
子さん、選手の中川君子さん、沖村美智
子さん、金子千恵美さん（いずれも森）
がメンバーとして参加されています。

全国青年大会出場
　11 月 10 日から 13 日まで、東京都内
を会場に開催された「全国青年大会」で、
体育の部・軟式野球に「オール萩原」チー
ムが、同・バスケットボール男子に「下
呂クラブ」チームが出場しました。健闘
の末、2チームとも惜しくも 2回戦敗退
となりました。
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市政ニュース市政ニュース

　

10
月
28
日
、
市
の
保
育
士
ら

で
つ
く
る
「
下
呂
市
保
育
研
究

会
」
が
、
萩
原
南
保
育
園
で
研

修
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
発
足
し
た
同
研
究
会

に
よ
る
初
め
て
の
発
表
会
で
、

当
日
は
約
１
０
０
人
が
参
加
。

県
内
の
研
修
に
参
加
し
た
保
育

士
が
そ
の
内
容
を
発
表
し
た
ほ

か
、
年
少
か
ら
年
長
ま
で
の
世

代
別
に
分
か
れ
て
、
意
見
や
情

報
の
交
換
を
行
う
な
ど
し
、
保

育
士
の
役
割
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
・
子
育
て
支
援
課
】

保
育
士
ら
１
０
０
人
が
研
修
会

　
「
ひ
か
り
の
家
共
同
作
業
所
」

の
新
築
工
事
が
11
月
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
下
呂
福
祉
会
館
西

側
（
森
１
３
４
‐
１
ほ
か
）
の

約
３
７
３
平
方
㍍
の

敷
地
に
施
設
を
新

築
し
、
同
会
館
内
に

あ
る
小
規
模
作
業
所

「
ひ
か
り
の
家
」
の

機
能
を
移
転
す
る
も

の
で
、
県
の
心
身
障

害
者
小
規
模
授
産
施

設
整
備
事
業
補
助
を
受
け
ま
す
。

　

来
年
３
月
完
成
予
定
の
同
作

業
所
（
左
上
は
予
想
図
）
は
鉄

骨
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

が
約
２
７
０
平
方
㍍
。
心

身
障
が
い
者
の
社
会
参
加

の
た
め
の
訓
練
や
、
自
立

に
向
け
て
の
日
常
訓
練
を

行
う
ほ
か
、
２
階
に
障
が

い
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
・
福
祉
課
】

「
ひ
か
り
の
家
」
の
建
設
ス
タ
ー
ト

《小坂地域・第９回小坂ふれ
あいの町花コンクール》
金賞　長瀬老人クラブ寿会
銀賞　大島区
銅賞　門坂老人クラブ長生会

《馬瀬地域・第 15 回馬瀬花
のむらづくりコンクール》
▽地区部門
最優秀賞　堀之内区
優秀賞　　荻原区
優良賞　　数河区
▽団体部門
優秀賞　中切小学校
優良賞　馬瀬ＨＡＮＡ工房

▽個人部門
優秀賞　大前あつ子（西村）
優良賞　大前清子（西村）

《萩原地域・第 12回もっと
素敵に花かざりコンクール》
▽個人部門
金賞　島　直子（野上）
銀賞　小池芳子（萩原上）
銅賞　熊崎高子（四美）
▽団体部門
金賞　第二喜楽会（西上田）
銀賞　南部高砂会（山之口）
銅賞　和楽会（上村）
　　　　　　　　　敬称略

　今年度も萩原、小坂、馬瀬地域で地
域や家庭、会社を花で飾る花かざりが
展開され、色あいやデザイン、管理技
術を競うコンクールを行いました。
　それぞれの地域で応募作品を審査。
小坂地域で 10 月 15 日、馬瀬地域で
11 月５日、萩原地域では同７日に表
彰式を行いました。主な結果は左のと
おりです。
【小坂市民生活課／馬瀬振興課／萩原
市民生活課】

花いっぱいのまちに
３地域でコンクール

小坂　金賞・長瀬老人クラブ長生会 萩原　個人部門金賞・島直子さん　 萩原　団体部門金賞・第二喜楽会　

馬瀬　地区部門最優秀賞・堀之内区 馬瀬　団体部門優秀賞・中切小学校　 馬瀬　個人部門優秀賞・大前あつ子さん
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市政ニュース市政ニュース

　

10
月
22
日
、「
第
57
回
全
国

植
樹
祭
」
の
式
典
会
場
と
な
っ

た
萩
原
町
四
美
、
南
飛
騨
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー「
皇
樹
の
杜（
も

り
）」
で
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
の

長
男
悠
仁
（
ひ
さ
ひ
と
）
さ
ま

の
誕
生
を
祝
う
記
念
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。

　

市
内
で
た
だ
一
人
、
悠
仁
さ

ま
と
同
じ
今
年
９
月
６
日
に
生

ま
れ
た
湯
之
島
の
山
田
竣
太
郎

ち
ゃ
ん
、
名
前
が
同
じ
文
字
の

萩
原
町
萩
原
、
今
井
悠ゆ
う
じ
ん仁

ち
ゃ

ん
（
１
歳
）
や
そ
の
家
族
な
ど

が
参
加
し
、
市
長
や
関
係
者
と

と
も
に
、
植
樹
祭
で
両
陛
下
が

植
え
ら
れ
た
木
の
そ
ば
に
、
悠

仁
さ
ま
の
お
印
で
あ
る
高
野
槇

（
こ
う
や
ま
き
）
や
市
の
木
で

あ
る
モ
ミ
ジ
の
苗
木
な
ど
を
植

樹
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
農
林
部
・
林
務
課
】

高
野
槇
な
ど
を
「
皇
樹
の
杜
」
に
植
樹

悠
仁
さ
ま
の
誕
生
を
祝
っ
て

　

市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
（
岡
崎
吉
文
会
長
）
が
11
月

16
日
、
金
山
町
金
山
の
下
原
公

民
館
で
、
今
年
度
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
の
前
半
で
は
、
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
の
鈴
木
隆

道
会
長
に
よ
る
、「
時
代
が
求

め
る
民
生
児
童
委
員
の
役
割
」

と
題
し
た
講
演
を
実
施
。
鈴
木

会
長
は
自
ら
の
担
当
地
域
で
体

験
し
た
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
、

「
民
生
児
童
委
員
を
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
気
持
ち
で
活
動
を
」

と
、
参
加
し
た
市
内
の
委
員
約

90
人
に
話
し
ま
し
た
。

　

会
の
後
半
は
講
演
の
内
容
を

踏
ま
え
た
分
科
会
が
開
か
れ
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
各
委
員
の
活

動
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
【
健
康
福
祉
部
・
健
康
課
】

民
生
児
童
委
員
の
役
割
を
学
ぶ

市
民
児
協
が
研
修
会

☆２位

「飛騨牛とブナシメジの
　オイスターソースいため」

－材料（２人分）－
飛騨牛薄切り肉 100g、ゴー
ヤ 1/2 本、ブナシメジ 1 株、
ミニトマト８個、ショウガ１
片、しょうゆ・酒各大さじ
1/2、オイスターソース大さ
じ 1、油少々

－作り方－

① ゴーヤは半分に切り、種とワタをスプー

　 ンで出す。5ミリほどの厚さに切り、塩

　 をふってざるで 10 分置いた後、水洗い

　 して固く絞っておく。

② ブナシメジは石づきを取り、小ふさに分

　 ける

③ フライパンに油をしき、肉をいためる。

④ ③に①と②を入れて一緒にいためる。

⑤ しんなりしたところへ調味料を入れる。

⑥ 皿に盛った後、ミニトマト 2個を薄切

　 りに、ショウガを千切りにして載せ、残

　 りのミニトマトを付け合わせに。

　　　　作者・熊崎照枝さん（小坂町湯屋）

～コミュニティ助成事業のご紹介～
（財）自治総合センターが、地域コ
ミュニティの健全な発展と宝くじ
の普及広報のために行っているコ
ミュニティ助成事業により、この
たび施設の整備が行われました。

◆イベント用テント購入事業（馬
　瀬地域自治会連合会）
イベント用テント 14 基を購入し、
各地域のコミュニティ活動に活用
されます。

◆鳳凰座・舞台集会所トイレ改修
　事業（地縁法人御厩野区）
トイレの水洗
化に伴って改
修工事を行い、
清潔で使いや
すいトイレに
なりました。
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　11月、市内各地で伝統の歌舞伎公演や

文化祭（写真はその一部）が開かれました。

　下呂市ゆかりの陶芸家、画家の特別展

や市民が取り組む生涯学習が披露され、

大勢の市民が芸術に触れました。

財産区、守るのは私たち

　下原小学校５、６年生39人が、

下原区の山林（財産区）で、間伐

や材木の搬出作業を見学し、森林

に対する理解を深めました。

　児童たちに、地域が守り育てて

いる財産区の存在と役割を知っても

らうため、隔年で開催されています。

11月２、３日、門和佐の白雲座で地元歌舞伎保存会の皆さんによる「白雲座
歌舞伎大公演会」が行われ、熱の入った芝居に連日立ち見のでる盛況ぶりでした。歌舞伎大公演会」が行われ、熱の入った芝居に連日立ち見のでる盛況ぶりでした。

11月３～５日、星雲会館などで萩原町文化祭が開催され、米国メトロポリ
タン美術館にも作品が収蔵される萩原町尾﨑の陶芸家今井兵衛さんの特タン美術館にも作品が収蔵される萩原町尾﨑の陶芸家今井兵衛さんの特
別展が催され、作品を一目見ようと遠方からも大勢の来場者がありました。別展が催され、作品を一目見ようと遠方からも大勢の来場者がありました。

11月３、４日、小坂振興事務所で開かれた、江戸
時代中期に湯之島に生まれた絵師武川維章の遺作時代中期に湯之島に生まれた絵師武川維章の遺作
展に見入る来場者。展に見入る来場者。

南飛騨森林組合の職員による間伐作業を見学する下原小児童。
搬出機械を無線操縦し、木材を運びを慎搬出機械を無線操縦し、木材を運びを慎
重に行う児童と、指導する森林組合職員重に行う児童と、指導する森林組合職員

飛騨牛 豪快に！ 下呂温泉で謝肉祭

飛騨牛を求め長蛇の列飛騨牛を求め長蛇の列

　飛騨牛１頭分を豪快に焼き振る舞う

「2006 秋下呂温泉・謝肉祭」が、11月11日、  

温泉街の飛騨川河川敷で開かれました。下

呂温泉旅館協同組合が、地元食材を使っ

て下呂温泉をＰＲしようと初めて開催。

　飛騨牛の焼肉、キノコご飯、芋煮汁のセ

ットを100円で販売。多くの観光客らが舌

鼓を打ちました。
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　下呂地域の老人クラブ会員の健康と親睦を兼

ねた高齢者体育大会が11月１日、下呂体育館

で行われ20クラブから約500人が参加しました。

　地区別に６チームに分けて対戦。玉入れや

ボール運び、縄ない競争など13種目で健康で

楽しい一日を過ごしました。

紙芝居で紙芝居で
　「火遊びダメよ」　「火遊びダメよ」  

「馬瀬地方自然公園・住民憲章推進協議会」が馬瀬の「馬瀬地方自然公園・住民憲章推進協議会」が馬瀬の
名所をめぐるバスツアーを開きました。馬瀬川上の老名所をめぐるバスツアーを開きました。馬瀬川上の老
谷で、清流と広葉樹の織り成す景観に感動の参加者。谷で、清流と広葉樹の織り成す景観に感動の参加者。

馬瀬を、
　馬瀬川を見直そう

 馬瀬地域で 10 月下旬、馬瀬の美しい自然を再認

識しようとするバスツアーと、馬瀬川を守ろうと

する「馬瀬川フィッシングアカデミー」を開催。

　ツアーでは、川上から岩屋ダムまでの隠れた名

所を巡り、アカデミーでは、アユ友釣りのプロ二

人が、馬瀬川に対する危機感と魅力ある川づくり

について、参加者に熱っぽく語りかけました。

  下呂市女性防火クラブ小坂支部のメンバー

が「全国火災予防運動」初日の11月９日、

湯屋保育園と小坂保育園で紙芝居を行い、

園児と保護者に火災予防を呼びかけました。

「焦らず、でも早く」ゲートボール競争の一場面。「焦らず、でも早く」ゲートボール競争の一場面。

笑顔いっぱい。
高齢者体育大会

もしもに備え　
　　建協スクラム
　下呂建設業協会が 10月 25 日、小坂町大島で

土砂崩壊を想定した防災訓練を行いました。同

協会の緊急防災隊の活動を検証するためで、ク

レーンやバックホーなどが出動し、大型土のう

で土砂を食い止める訓練が迅速に行われました。

訓練では、大型土のうを横一線に設置訓練では、大型土のうを横一線に設置
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◆牡丹酒　　　                  山本一力

◆桜ハウス　　    　    　 藤堂志津子

◆邪魅の雫                        京極夏彦

◆氷の人形　      　            森村誠一

◆本朝金瓶梅          　　      林真理子

◆ぬるい生活                     群ようこ

◆図書館戦争   　　　　   　有川   浩

◆中原の虹１巻                  浅田次郎

◆皇室と日本人               　寛仁親王他

◆老後がこわい                         香山リカ

◆トヨタの正体       　        横田   一

◆四度目の氷河期               荻原   浩

◆ラビリンス㊤㊦          ケイト・モス

◆いわゆる A級戦犯      小林よしのり

◆「無言館」の青春         窪島誠一郎

◆風が強く吹いている      三浦しをん

◆わたしを離さないで  カズオ・イシグロ

◆わたしのなかのあなた   ジョディ・ピコ―

◆他諺（たげん）の空似       米原万里

◆わしや、世界の金太！         高山秀美

◆憲法九条を世界遺産に  太田光・中沢新一

◆λ（ラムダ）に歯がない    森  博嗣

◆心にナイフをしのばせて   奥野修司

◆方言で語る飛騨の百姓歳時記 岩島周一

◆あっぱれ！日本のスローフード  飯田辰彦

◆男の子を伸ばす母親はここが違う 松永暢史

◆日本の近代化は貧しい農業国から 松下千二

◆赤・黒　ウェストゲートパーク外伝  石田衣良           

◆勉強以前の「頭のよい子ども」をつくる基本食

                                                        幕内秀夫

◆うつくしく、やさしく、おろかなり―私の惚れた「江戸」

                                                                      杉浦日向子

問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

１２月の絵本の読み聞かせ

12月９日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

12月16日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

12月23日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

今月
の
一冊

『時の墓
エ ピ タ フ

碑銘 』　　　　　　       
　　　　　　　　　小池民男　著

昨年４月から朝日新聞に毎週連載

されていた署名コラム。萩原町出

身である筆者の絶筆のエッセイ。

現代史に刻まれた名句・名言であ

る。夕刊のコラム「素粒子」を3年、

2001～04年は「天声人語」を担当。

文学的な素養を生かした。この春

４月、59歳の若さで亡くなった。

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

年末年始地域安全運動
           が行われます！！

 

◎  

運
動
の
目
的

  

こ
の
運
動
は
、
年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
・
事
故

の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、　

地
域
住
民
と
自
治
体
、

関
係
機
関
、
警
察
が
相
互
に
連
携
し
て
地
域
安
全

活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
県
民
が
安
全
で
平
穏
な

新
年
を
迎
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
未
然
に
防
ぐ
心
が
け
を

・
カ
ギ
か
け　

声
か
け　

忘
れ
ず
に

・
ひ
っ
た
く
り
、車
上
ね
ら
い
に
注
意

  

少
し
の
間
で
も
、
油
断
し
な
い

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
、
利
用
し
な
い
、

　

金
を
出
さ
な
い

○
期
間
中
の
主
な
行
事    

   

期
間
中
は
、
重
点
的
に
金
融

機
関
、
パ
チ
ン
コ
景
品
交
換
所
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

に
対
す
る
特
別
警
戒
や
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
に
お
い
て
防
犯
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

12月10日から平成１９年１月５日まで

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
ゆ
く
年
く
る
年　

 

み
ん
な
で
守
ろ
う　

地
域
の
安
全
』
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小
屋
閉
め　

下
山

　

最
後
の
１
枚
と
な
っ
た
小

屋
玄
関
の
雨
戸
を
閉
め
よ
う

と
し
た
と
き
、
や
は
り
な
ん

と
も
言
え
な
い
気
持
ち
が
こ

み
上
げ
て
き
た
。
登
山
シ
ー

ズ
ン
が
終
わ
り
、
御
嶽
飛
騨

頂
上
の
五
の
池
小
屋
は
来
年

の
春
ま
で
閉
鎖
。
そ
し
て
僕

ら
は
今
日
下
山
す
る
。

　

小
屋
閉
め
を
す
る
に
は
、

長
い
冬
の
間
雪
や
風
か
ら
小

屋
を
防
ぐ
た
め
の
作
業
が
山

ほ
ど
あ
る
。
小
屋
閉
め
作
業

は
全
く
気
を
抜
け
な
い
。
も

し
こ
こ
で
手
を
抜
け
ば
、
来

年
の
春
に
無
事
に
小
屋
と
再

会
で
き
る
保
障
は
な
い
。
真

冬
の
御
嶽
に
吹
く
風
は
尋

常
で
な
く
す
さ
ま
じ
い
の

だ
。
壁
に
わ
ず
か
１
㍉
の
隙

間
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の

風
と
と
も
に
雪

が
小
屋
の
中
に

容
赦
な
く
進
入

し
、
や
が
て
凍

る
。
過
去
に
は
、

入
り
口
の
ド
ア

の
一
つ
が
猛
烈

な
風
で
吹
き
飛

ば
さ
れ
、
小
屋

の
中
に
50
㌢
以
上
の
雪
が
降

り
積
も
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
常
識
を
超
え
る
こ

と
が
起
き
る
。
そ
れ
を
知
っ

て
い
る
が
故
、
作
業
中
は
今

シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
感

傷
に
浸
る
暇
も
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
終
わ
り
は
つ
い

に
や
っ
て
き
た
。
御
嶽
と
も

し
ば
し
の
お
別
れ
で
あ
る
。

来
年
も
ま
た
同
じ
場
所
に
同

じ
よ
う
に
花
が
咲
き
、
池
や

川
が
同
じ
よ
う
に
輝
き
、
同

じ
よ
う
に
鳥
た
ち
が
歌
っ
て

ほ
し
い
。
願
う
の
は
そ
れ
だ

け
。
最
後
の
雨
戸
を
は
め
、

小
屋
に
お
辞
儀
を
し
た
。
そ

し
て
僕
ら
は
、
約
半
年
間
過

ご
し
た
御
嶽
山
を
後
に
し
た
。

　
　

 （
写
真
・
文 

市
川
典
司
）

御嶽五の池小屋：℡ 090-7612-2458（業務専用）　http://www.gonoike.com

滝　康
やすひろ

洋さん
（４５歳・湯之島）

冬の下呂温泉を彩る「下呂温泉花火
ミュージカル冬公演」実行委員会の
代表。いかにして地域を盛り上げよ
うかと、考えを巡らせています。

映
画
や
話
題
の
音
楽
に
合
わ

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
火
を
打
ち
上

げ
る
「
下
呂
温
泉
花
火
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
冬
公
演
」。
こ
れ
ま
で
市
が

運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の

公
演
か
ら
下
呂
青
年
会
議
所
な

ど
、
下
呂
地
域
の
５
つ
の
青
年
団

体
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
、

下
呂
温
泉
の
活
性
化
の
た
め
に
と

運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。４

月
の
設
立
以
降
、
実
行
委
員

会
で
は
、会
議
を
重
ね
資
金
集
め
、

Ｐ
Ｒ
、
警
備
の
計
画
、
曲
目
の
選

定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
大
会
長
の
滝
康
洋

さ
ん
は
、「
地
域
の
活
性
化
が
大

切
で
す
。
地
域
間
競
争
は
激
し
く

ど
こ
の
観
光
地
も
必
死
で
す
。
メ

ン
バ
ー
も
仕
事
が
厳
し
く
な
る

中
、
時
間
を
割
い
て
出
席
し
て
い

ま
す
。
活
性
化
の
方
策
は
、
自
分

の
仕
事
の
中
で
は
見
つ
け
ら
れ
な

い
も
の
。
異
業
種
の
仲
間
で
知
恵

を
出
し
合
う
こ
と
で
、
何
か
糸
口

が
見
つ
か
れ
ば
、
と
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

例
年
12
月
は
、
下
呂
温
泉
の
旅

館
や
飲
食
店
、
土
産
物
店
に
と
っ

て
、
一
年
を
通
し
て
最
も
厳
し
い

月
で
し
た
。
し
か
し
、
冬
の
公
演

が
定
着
し
、
若
者
が
大
勢
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
昨
年
12
月
は
、
一
年

で
６
番
目
の
売
上
を
記
録
し
ま
し

た
。「
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
を
活
性

化
し
た
よ
い
例
」
と
力
を
込
め
ま

す
。

 「
寒
さ
の
な
か
訪
れ
て
い
た
だ

い
た
観
光
客
や
市
民
の
皆
様
に
感

動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
花
火

や
曲
目
の
選
定
を
念
入
り
に
行
っ

て
い
ま
す
。
花
火
は
、
伝
統
的
な

和
色
と
最
新
技
術
で
作
ら
れ
た
パ

ス
テ
ル
色
を
使
い
、
ぬ
く
も
り
を

感
じ
さ
せ
る
暖
色
系
の
花
火
を
選

定
し
て
い
ま
す
。
下
呂
温
泉
の
冬

の
夜
空
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
す
る
花

火
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

※
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
冬
公
演
の
詳

細
は
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 警備の配置などを話し合う各団体選出の理事
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市
立
小
坂
診
療
所
の

看
護
師
、
臨
時
介
護
職
員

募
集
人
数　

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

資
格　

看
護
師
ー
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
者

申
込
期
限　

12
月
18
日

申
込
・
問
合
先　

同
事
務
局

☎
62
・
２
２
１
２

か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の

臨
時
介
護
士

募
集
人
数　

２
名

職
務
内
容　

老
人
介
護
業
務
（
夜

勤
あ
り
）

申
込
期
限　

平
成
19
年
３
月
31
日

申
込
・
問
合
先　

同
事
務
局

☎
32
・
４
８
０
０

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
湯
屋
団
地
Ｆ
号

小
坂
町
湯
屋
９
７
６
番
地

木
造
２
階
建
（
平
成
15
年
度
建

設
）、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

ふ
る
さ
と
音
楽
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
19
年
度
「
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト
」
出
演
者
募
集
▼
市
役
所

下
呂
庁
舎
前
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

で
あ
な
た
の
腕
前
を
ご
披
露
く
だ

さ
い
。４
、６
、10
月
に
開
催
予
定
。

プ
ロ
、
ア
マ
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。

「
木
精
（
こ
だ
ま
）
音
楽
広
場
」
演

奏
者
募
集
▼
湯
の
街
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
木
精
」
で
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
月
一
度
の
開
催
。

実
行
委
員
募
集
▼
「
ふ
る
さ
と
音

楽
会
実
行
委
員
会
」
が
今
後
計
画

す
る
各
種
事
業
に
、
裏
方
と
し
て

参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
下

呂
教
育
室　

☎
25
・
２
２
５
２

４
０
０
０
０
円
〜
５
０
０
０
０
円

入
居
資
格　

税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

月
額
の
所
得
に
つ
い
て
の
資
格
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
22
日

申
込
・
問
合
先　

建
設
部
建
設
課

☎
52
・
２
０
０
０（
内
線
２
１
５
）

食
品
表
示
基
礎
講
座

の
受
講
者
募
集

消
費
者
が
食
品
表
示
を
正
し
く

理
解
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時　

12
月
19
日　

13
時
30
分
〜

場
所　

下
呂
総
合
庁
舎
（
萩
原
町

羽
根
）

募
集
人
数　

25
人

申
込
期
限　

12
月
15
日

申
込
・
問
合
先　

下
呂
農
林
事
務

所
農
業
振
興
課

☎
52
・
３
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
授
業
が

受
け
ら
れ
る
放
送
大
学

放
送
大
学
の
平
成
19
年
度
４
月

入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

出
願
期
間　

12
月
15
日
〜
平
成
19

年
２
月
28
日

申
込
・
問
合
先　

放
送
大
学
岐
阜

学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
・
２
７
３
・
９
６
１
４

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.u-a
ir.a
c.jp

　

下
呂
市
国
民
健
康
保
険
で

は
、
高
額
な
出
産
費
用
を
準
備

い
た
だ
く
負
担
を
や
わ
ら
げ
、

少
し
で
も
安
心
し
て
出
産
を
迎

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
従
来

の
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
申

請
の
ほ
か
、
受
取
代
理
に
よ
り

精
算
を
行
う
制
度
を
設
け
ま
し

た
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
取
代
理
制
度
で
は
、
出
産

し
た
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
に

基
づ
き
、
下
呂
市
国
保
が
、
直

接
医
療
機
関
に
出
産
育
児
一
時

金
35
万
円
を
限
度
に
支
払
い
ま

す
。
分
娩
者
は
分
娩
費
用
額
か

ら
出
産
育
児
一
時
金
を
差
し
引

い
た
金
額
だ
け
を
支
払
え
ば
よ

い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
分
娩
費
用
が
出
産
育

児
一
時
金
に
満
た
な
い
場
合

は
、
差
額
を
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

▼
受
付
開
始　

平
成
18
年
12
月

１
日
か
ら
（
平
成
19
年
１
月
１

日
以
降
の
出
産
予
定
日
）

▼
利
用
で
き
る
方　

下
呂
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
出
産

予
定
日
ま
で
１
カ
月
以
内
の

方
。
た
だ
し
国
保
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と
。

▼
申
請
・
問
合
先　

市
民
部
市

民
課
（
☎
24
・
２
２
２
２　

内

線
１
１
６
）
ま
た
は
振
興
事
務

所
市
民
生
活
課

※
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
以
外

の
方
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

医
療
機
関
窓
口
で
多
額
の

出
産
費
用
を
支
払
う
必
要

が
な
く
な
り
ま
す

　12 月の時報　　朝　冬景色　　昼　たきび、お正月　　夕　雪の日の思い出、きよしこの夜
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１２月１日（金）
下呂温泉合掌村 12 月
公演「澤村千代丸一座」
25 日まで。10 時～、14
時～の 2 回公演。 問 ☎
25-2239

１２月２日（土）
「下呂温泉花火ミュージ
カル冬公演」20 時～、
下呂大橋上流で。9 日、
16 日、23 日も。問観光
商工部観光課

１２月９日（土）
映画上映「筆子・その愛」
14 時ごろ～、高山市民
文化会館で。飛騨慈光会
後援会設立大会の第二部
として。問同会事務局☎
0577-32-1055

１２月１０日（日）
下呂温泉合掌村「迎春花
もち作り」10 時～。翌週
17日には「もちつき・もち、
けんちん汁サービス」。

１２月２３日（日）
「ゆのまち YY パーク・
クリスマスライブ」19
時～、湯之島 YY広場で。
下呂市民吹奏楽団による
クリスマスメドレーな
ど。問☎ 25-4310（中川）

１２月２４日（土）
下呂温泉観光協会主催
「ラブ＆ピース　キャンド
ルイルミネーション in
下呂温泉」00 時～、下
呂温泉白鷺橋で。平和へ
の祈りを込め、５千個の
キャンドルに点灯。

１２月２７日（水）
「全国中学校選抜バス
ケットボール大会下呂大
会」30 日まで、下呂体
育館で。

　御嶽少年自然の家イベント案内
　小学生以上の子とその家族、または一般の２人以上
のグループで。イベント名、郵便番号・住所・氏名・
年令・電話番号を明記の上、はがき、FAX、またはＥメー
ルでお申し込みください。

■冬の御嶽探検隊（１月）

　日　時：1月 13 日（土）、14 日（日）
　申込期間：12 月 4日～ 12 月 22 日
　参加費：2,000 円（1泊 2食・リフト代別）

■１月スキー＆ボードのつどいＩＮ濁河

　日　時：1月 27 日（土）、28 日（日）
　申込期間：12 月 18 日～ 1月 12 日
　参加費：2,000 円（1泊 2食・リフト代別）

〒 509-3111　小坂町落合 ｢御嶽少年自然の家 ｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659　　　c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/
　　　　　index.htm　

下
呂
市
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
公
募

平
成
18
年
度
の
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
多

様
で
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可

能
と
な
る
よ
う
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

体
系
と
し
て
「
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
毎
日
安
心
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、
市
が
事
業
者
の
指
定
を
行
う

も
の
で
す
。

今
回
、
市
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
者
を
公
募
し
ま
す
。
新
た
に
事

業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
募
期
間　

12
月
15
日
〜
19
年
１

月
15
日
（
書
類
の
提
出
は
電
話
で

ご
連
絡
の
う
え
来
庁
く
だ
さ
い
）

問
合
先　

健
康
福
祉
部
福
祉
課
介

護
保
険
室　

☎
53
・
０
１
５
３

住
民
税
非
課
税
世
帯
の

入
院
時
食
事
代
を
減
額

入
院
時
の
食
事
代
は
、
定
額
の

標
準
負
担
額
（
１
食
２
６
０
円
）

を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険
加

入
者
全
員
が
、
住
民
税
非
課
税
で

あ
る
場
合
、
申
請
を
し
て
認
定
さ

れ
る
と
申
請
月
か
ら
自
己
負
担
分

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
▽
１
食

２
１
０
円

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
過
去

１
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超

え
る
方
▽
１
食
１
６
０
円

●
世
帯
主
及
び
世
帯
全
員
が
住
民

税
非
課
税
で
あ
っ
て
、
そ
の
世
帯

の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
世
帯

に
属
す
る
方
▽
１
食
１
０
０
円

手
続
き
に
必
要
な
物　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
鑑
（
申
請
日
前
12
カ

月
に
入
院
日
数
が
90
日
以
上
あ
る

と
き
は
病
院
の
領
収
書
）

申
請
・
問
合
先　

市
民
部
市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
６
）

ま
た
は
振
興
事
務
所
市
民
生
活
課

糖
尿
病
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か

市
と
市
医
師
会
、
市
薬
剤
師
会

の
共
催
に
よ
り
、
今
話
題
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
と
糖
尿
病
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
学

ぶ
糖
尿
病
予
防
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
、
13
日
、
19
日

の
い
ず
れ
も
19
時
30
分
〜

場
所　

６
日
▽
小
坂
健
康
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
、
13
日
▽
下
呂
市
民

会
館
第
１
・
２
研
修
室
、
20
日
▽

星
雲
会
館
西
風
の
間

問
合
先　

健
康
福
祉
部
健
康
課

☎
52
・
３
９
３
６
（
内
線
６
２
３
）

この冬も南飛騨の湯でこの冬も南飛騨の湯で
温まろう！温まろう！
温泉施設無料開放デー

平成 18年 12 月　8日（金）
15 日（金）

平成 19年　1 月 12 日（金）
19 日（金）

2月　9日（金）
16日（金）

◆利用可能施設
ひめしゃがの湯（小坂）
しみずの湯（萩原）
美輝の里（馬瀬）
クア・ガーデン（下呂）
ゆったり館・道の駅かれん（金山）

問）企画部総合政策課
☎ 24-2222（内線 252）
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冬
の
到
来
前
に

水
道
の
防
寒
対
策
を
！

毎
年
冬
を
迎
え
る
と
、
水
道
管

や
水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
結
し
て
、

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
破
損
し
た

り
す
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
そ

の
際
の
修
繕
費
用
や
漏
水
し
た
水

の
料
金
は
個
人
負
担
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
事
前
に
防
寒
し
て
破

損
事
故
な
ど
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

要
注
意
箇
所
▽
露
出
し
て
い
る
水

道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
／
屋
外
の

蛇
口
、
散
水
栓
な
ど

防
寒
方
法
▽
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
で
覆
う
／
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
保
温
材
を
入
れ
る
／
凍
結

防
止
ヒ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る

凍
結
し
て
し

ま
っ
た
場
合
▽

ぬ
る
ま
湯
を
か

■今月の市税■
 ☆国民健康保険税

　　　　　　　…１２月分
●納期限は12月 25日です。
下呂市と岐阜県は、県税･市税の徴収
強化策として、共同徴収を連携して
実施しています。

け
て
解
凍
す
る
（
火
や
熱
湯
は
使

わ
な
い
）
／
タ
オ
ル
を
巻
い
た
上

か
ら
湯
を
か
け
る

※
修
理
な
ど
の
依
頼
は
市
水
道
工

事
指
定
店
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

水
道
環
境
部
水
道
事
業
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
９
５
）

独
居
の
老
人
、
障
が
い
者
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
給
付

市
で
は
、
次
の
方
に
対
し
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
給
付
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老

人
・
寝
た
き
り
老
人
の
方
で
、
所

得
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
肢
・
体

幹
機
能
・
視
覚
・
聴
覚
障
害
2
級

以
上
所
持
者
で
、
火
災
発
生
の
感

知
、
避
難
が
困
難
、
か
つ
市
民
税

所
得
割
課
税
額
50
万
円
以
下
（
世

帯
の
最
多
納
税
者
で
確
認
）
の
世

帯
に
属
す
る
方
。

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
部
福

祉
課

☎
52
・
３
９
３
６
（
内
線
６
１
３
）

お
子
さ
ん
の
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
相
談
会

飛
騨
保
健
所
で
は
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん

と
、
そ
の
こ
と
で
心
配
さ
れ
て
い

る
保
護
者
の
方
を
対
象
に
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日　

13
時
15
分
よ

り
受
け
付
け
、
同
30
分
よ
り
開
会

内
容　

高
山
赤
十
字
病
院
医
師
に

よ
る
講
話
「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

の
基
礎
知
識
」、
個
別
相
談
（
予

約
制
で
５
名
ま
で
）、
交
流
会

※
託
児
あ
り
（
予
約
制
で
10
名
ま

で
）

場
所　

高
山
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階

申
込
・
問
合
先　

飛
騨
保
健
所

☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１

（
内
線
３
０
８
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
へ

住
基
カ
ー
ド
（
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
）
は
、
平
成
15
年
８
月
か

ら
交
付
が
始
ま
り
、
カ
ー
ド
の
有

効
期
限
は
10
年
で
、
カ
ー
ド
に
も

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
１
月
29
日
か
ら
は
、

「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
が

始
ま
り
、
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書

を
記
録
さ
せ
、
ご
自
宅
や
会
社
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手

続
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
付
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
こ
の
「
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
」
の
有
効
期
限
は
３
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新
は
有
効

期
限
の
３
カ
月
前
か
ら
可
能
で

す
。
市
民
課
ま
た
は
最
寄
り
の
振

興
事
務
所
市
民
生
活
課
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
部
市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
２
）

多
重
債
務
１
１
０
番
の

開
催
に
つ
い
て

県
で
は
、
多
重
債
務
者
救
済
の

た
め
、
多
重
債
務
に
つ
い
て
弁
護

士
、
司
法
書
士
な
ど
が
無
料
で
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日　

10
時
〜
16
時

場
所　

岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
（
岐
阜
市
藪
田
南
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
１
棟
５
階
）

相
談
方
法　

電
話
か
面
談
（
事
前

予
約
制
）で
。
予
約
は
左
記
ま
で
。

☎
０
５
８
・
２
７
７
・
１
０
０
３

金
山
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み

※
12
月
29
日
〜
１
月
10
日
は
お
休
み

　

と
な
り
ま
す

■
も
ち
花
づ
く
り

12
月
11
日
〜
15
日　

10
時
30
分
〜

紙
粘
土
で
も
ち
花
を
作
り
ま
す
。

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ

ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０
・
２
６
８
１
・
８
２
９
０（
亀
山
）

お
ひ
さ
ま
は
う
す　

12
月
開
館
日

　

開
館
時
間
10
時
〜
11
時
30
分

日にち 会　　　場
4日（月）金山市民会館
6日（水）いきいきセンター
8日（金）東公民館
20日（水）いきいきセンター
※４日は「親子で遊ぼう」。
ほほえみ家族、ひなたぼっこ、
おひさまはうすの合同企画に
よる「おにぎり作り」です。
子育て支援課 ☎ 52 ･ 2900

年末の交通安全県民運動年末の交通安全県民運動
12月 11 日～ 20 日12 月 11 日～ 20 日

この時期は、暖房機器の使用や
自動車の交通量の増加など、地
球温暖化をもたらす二酸化炭素
の排出が多くなります。エネル
ギーのムダづかいをなくして、
地球温暖化を防止しましょう。

12 月は地球温暖化防止月間12 月は地球温暖化防止月間

飲酒運転による死亡事故が
多発しています！

乗る人に
飲ませるあなたも　犯罪者

つい一杯
鈍る判断　待つ地獄
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12月の
市民サロン
　(市長と語る日)
12月は定例議会開催の
ため、お休みします。

下呂市役所
　下呂庁舎　☎24-2222
　萩原庁舎　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎ 62-3111
　金山振興事務所　☎ 32-2201
　馬瀬振興事務所　☎ 47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900

下呂市消防本部　☎25-5119

クリーンセンター　☎ 26-3397

◇ 10 月 29 日に実施した
市政見学バスでは、おか
げさまでたくさんの方に
ご参加頂き、高地トレー
ニング施設を巡ること
ができました。◇折りし
も紅葉が見ごろを迎えて
おり、道中は車窓から錦
秋を堪能。濁河のあたり
ではカラマツ林が黄金色
に輝いていて、コウチと
言っても「高地」ではな
く「黄地」と言ったとこ
ろでした。◇参加された
方からも、トレーニング
施設の広々とした景色や
眺めが良かったとの声。
建設中の「御嶽パノラマ
グラウンド」は、御嶽の
山並みが間近に望め、シ
ラカバの木立に囲まれた
景勝地。「高地」でもあ
り「行楽地」でもあるグ
ラウンドの、四季折々の
姿を見るのが楽しみにな
りました。（ト）

製
造
業
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
は
、
本
年
12
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

企
画
部
総
合
政
策
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
５
２
）

終
戦
後
に
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
へ

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に

外
地
よ
り
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々

が
、
税
関
な
ど
に
預
け
た
旧
日
本

銀
行
券
や
旧
日
本
軍
軍
票
な
ど
の

通
貨
や
証
券
等
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
が
、
今
な
お
引
き
取
り
手
が

な
く
、
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

返
還
請
求
・
お
問
合
せ
は
、
ご

本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
方
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

財
務
省
名
古
屋
税
関
監

視
部
許
可
通
関
部
門

☎
０
５
２
・
６
５
４
・
４
０
６
０

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

河
瀬　

秀
昭
（
萩
原
町
萩
原
）

今
井　

明
美
（
萩
原
町
上
呂
）

住　
　

英
明
（
小
坂
町
小
坂
町
）

桂
川　

榮
男
（
森
）

熊
﨑　

文
子
（
宮
地
）

星
屋　

昌
樹
（
金
山
町
大
船
渡
）

藤
原
由
美
子
（
金
山
町
岩
瀬
）

下
谷　

勝
則
（
馬
瀬
数
河
）

地
元
の
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

「
特
設
人
権（
悩
み
ご
と
）相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
も

め
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。
当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
相
談
所
開
設
日
】

　

12
月
４
日　

下
呂
福
祉
会
館

　

12
月
５
日　

萩
原
星
雲
会
館

　
　

ど
ち
ら
も
13
時
〜
16
時

問
合
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
高
山

支
局

☎
０
５
７
７
・
３
２
・
０
９
１
５

下
呂
市
人
事

岐
阜
県
へ
復
帰
▽
家
垣
喜
吉

（
企
画
部
理
事
兼
南
飛
騨
国

際
健
康
保
養
地
推
進
特
命
）

　
　
　
　
　
　

10
月
26
日
付

企
画
部
総
合
政
策
課
長
兼
南

飛
騨
国
際
健
康
保
養
地
推
進

特
命
▽
岩
佐
正
彦
（
企
画
部

総
合
政
策
課
長
）

　
　
　
　
　
　

11
月
１
日
付

年
末
特
別
警
戒

年
末
特
別
警
戒

　年始の式典
【下呂市消防団各方面隊出初式】
１月４日
　下呂（市役所下呂庁舎前）  9:00 ～
１月５日
　小坂（小 坂 体 育 館）10:00 ～
　萩原（萩原小学校グラウンド）10:00 ～
　金山（金山市民グラウンド）  9:40 ～
１月６日
　馬瀬（馬瀬振興事務所前）  9:30 ～

【成人式】
１月６日
　小坂（小坂山村開発センター）13:30 ～
　下呂（ＪＡひだ下呂エーピク）13:30 ～
　馬瀬（馬瀬中央公民館）13:30 ～
１月７日
　萩原（星　雲　会　館）13:30 ～
　金山（金 山 市 民 会 館）13:30 ～

　

消
防
署
と
下
呂
市
消
防
団

で
は
、
12
月
25
日
か
ら
30
日

の
間
、
年
末
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
す
。
火
の
元
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
一
層
火
災
予
防
に
努

め
、
災
害
の
な
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
が
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

年
末
特
別
警
戒

年
末
特
別
警
戒

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す

「
育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人

権
意
識　

〜
思
い
や
り
の
心
・
か

け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜
」

人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
内
や

隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
か
ら
幅
広

い
分
野
の
人
権
相
談
、
人
権
思
想

を
広
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

12月定例議会の日程
１２月５日～２０日
　　一般質問
　　１２月６日～８日
★日程はいずれも予定。
　詳しくは新聞折込で



2006.12 GERO  20

月日＼ごみ処理施設 下呂市クリーンセンター 北部リサイクルセンター 南部リサイクルセンター

１２月

23 日（土） 休　　業 休　　業 休　　業
24 日（日）

平常業務

　　８：３０～１２：００
　１３：００～１６：００

平常業務

　　９：００～１１：３０

平常業務

　１３：３０～１５：３０

25 日（月）
26 日（火）
27 日（水）
28 日（木）
29 日（金）
30 日（土）　　８：３０～１２：００ 　　９：００～１１：３０
31 日（日）

休　　業 休　　業 休　　業
１月

1日（月）
2日（火）
3日（水）
4日（木） 平常業務 平常業務 平常業務

※例年年末は、大変込み合いますので早めにご利用ください。
　※収集については、ごみカレンダーをご覧ください。

市関連施設・年末年始営業日等のご案内
■温泉施設 ◇金山郷土館（32-3893）　　　▽12/29 ～ 1/3 休
◇巌立峡ひめしゃがの湯（62-3434）　　▽通常営業 ◇加藤素毛記念館（32-3893）
◇飛騨川温泉しみずの湯（56-4326）▽12/30、31休 ▽ 12/1 ～ 2/28 冬期休業
◇美輝の里（47-2641） ▽ 12/20、21 休 ◇馬瀬歴史民俗資料館（47-2111）　▽ 12/29 ～ 1/3 休
◇露天風呂美輝の湯 ▽ 12/31 ～ 1/2 休
◇道の駅南飛騨小坂はなもも（62-1010）▽通常営業 ■スポーツ施設
◇道の温泉駅かれん（32-4855）▽ 12/31 ～ 1/1 休 ◇下呂上ヶ平サンビレッジ（24-1050）
◇ゆったり館（33-2492）　　　　　　　　　 ▽ 12/27 ～ 1/4 休
▽ 12/26、27休　30、31はお風呂のみ、31は18時まで営業 ◇金山リバーサイドスポーツセンター（32-3300）

　▽ 12/27 ～ 1/4 休
■農林産物等直売施設
◇朝取横丁（34-2152） ▽ 12/29ごろ～ 1/4 休 ■火葬場
◇さんまぜ工房（47-2133）　　▽12/29 ～ 1/5 休 ◇浄郷苑　　　　　　　　　▽ 12/31 午後～ 1/2 休

◇小坂斎場　　　　　　　　　　▽ 12/31 ～ 1/2 休
■資料館など
◇小坂郷土館 ▽ 12/29 ～ 1/3 休 ■児童館
◇小坂美術品展示館（62-3366） ◇萩原北児童館（54-1176）　　▽12/29 ～ 1/3 休
▽ 12/10 に現企画展を終了。1/10 より新企画展 ◇萩原南児童館（52-3022）　　▽12/29 ～ 1/3 休

◇禅昌寺歴史資料館（52-3602）▽ 12/27 ～ 1/9 休 ◇下呂中央児童館（25-2082）　▽12/23 ～ 1/3 休
◇下呂温泉合掌村（25-2239）　　　▽12/31 休
◇湯の街ギャラリーさんぽ道（25-6611） ■図書館

▽ 12/31 ～ 1/1 休 ◇市の各図書館、図書室とも　　▽ 12/29 ～ 1/3 休
◇湯の街ギャラリー木精（25-7655）

▽ 12/31 ～ 1/1 休 ■病院
◇下呂ふるさと歴史記念館（25-4174）　 ◇金山病院（32-2121） ▽ 12/29 ～ 1/3 休

▽ 12/28 ～ 1/4 休 ◇小坂診療所（62-2212）　　　▽12/29 ～ 1/3 休

年末年始のごみの持ち込み時間のご案内

◆ごみ処理に関するお問合せ先　
　市クリーンセンター☎ 26-3397



21 GERO 2006.12

笑いと涙の人情劇  粋で華麗な豪華ショー

夢芝居の花舞台夢芝居の花舞台夢芝居の花舞台
◆
場　
　

所

◆
場　
　

所

下
呂
温
泉
合
掌
村

下
呂
温
泉
合
掌
村
し
ら
さ
ぎ
座

し
ら
さ
ぎ
座

合
掌
村
入
場
者

合
掌
村
入
場
者  

３
０
０

３
０
０
円

午
前
午
前
10
時  

午
後
午
後
２
時

※

１
回
約

１
回
約
２
時
間
時
間

※

最
終
日
の
午
後
の
公
演
は
午
後
１
時
と
な
り
ま
す
。

最
終
日
の
午
後
の
公
演
は
午
後
１
時
と
な
り
ま
す
。

◆
場　
　

所

◆
公
演
時
間

◆
公
演
時
間

◆
観
◆
観  

劇  

料

◆
公
演
時
間

◆
観  

劇  

料

下
呂
温
泉
合
掌
村
し
ら
さ
ぎ
座

合
掌
村
入
場
者  

３
０
０
円

午
前
10
時  

午
後
２
時

※

１
回
約
２
時
間

※

最
終
日
の
午
後
の
公
演
は
午
後
１
時
と
な
り
ま
す
。

キ

リ

ト

リ

入村無料券
（下呂市民に限ります）

● 使用期限　　　～平成19年２月28日

入村無料券
（下呂市民に限ります）

● 使用期限　　　～平成19年２月28日

入村無料券
（下呂市民に限ります）

● 使用期限　　　～平成19年２月28日

入村無料券
（下呂市民に限ります）

● 使用期限　　　～平成19年２月28日

入村無料券
（下呂市民に限ります）

● 使用期限　　　～平成19年２月28日
● １枚につき１名様有効

キ

リ

ト

リ
● １枚につき１名様有効

キ

リ

ト

リ
● １枚につき１名様有効

キ

リ

ト

リ
● １枚につき１名様有効 ● １枚につき１名様有効

二
月
一
日
〜
二
月
二
十
七
日

二
月
一
日
〜
二
月
二
十
七
日

葵 

政
次
一
座

政
次
一
座

葵 

政
次
一
座

十
二
月
一
日
〜
十
二
月
二
十
五
日

一
月
一
日
〜
一
月
三
十
日

十
二
月
一
日
〜
十
二
月
二
十
五
日

一
月
一
日
〜
一
月
三
十
日

見
海
堂

見
海
堂 

駿
一
座

駿
一
座

見
海
堂 

駿
一
座

千
代
丸
劇
団

千
代
丸
劇
団

　

澤
村
千
代
丸
一
座

　

澤
村
千
代
丸
一
座

千
代
丸
劇
団

　

澤
村
千
代
丸
一
座

■イベント予定

皆
様　

冬
の
ひ
と
と
き
ど
う
お
過
ご
し
で
す
か

下
呂
温
泉
合
掌
村
し
ら
さ
ぎ
座
で
は
大
衆
演
劇
を

公
演
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
折
り
に
ご
家
族
お
揃
い
で

お
い
で
下
さ
い
。

下呂市森
☎0576-25-2239

■１２月１７日（日）　１０：００～　餅つき、餅・けんちん汁サービス
　餅つきの体験や、餅・けんちん汁のサービス（数量限定２００名）

■  １ 月２日（火）  １０：００～　新春鏡開き
　芸妓さんによる地酒サービス。先着２００名様に桧枡プレゼント

■  １ 月２６日（金）　９：００～１１：００  防災訓練
  文化財防火デー、合掌村職員や消防署員による大々的な放水訓練

■  ２ 月１４日（水）　１２：００～　  田の神祭り（国指定重要無形民俗文化財）
  古式豊かな祭事、行列、花笠、獅子舞を見物

■  ２ 月２４日（土）～４ 月３日（火）　  土雛まつり
  昔懐かしい明治からの土雛を約６００点展示。
　 土日には甘酒サービスも（２月24日～３月１８日・数量限定２００）

■１２月３０日（土）　　　　　無料開放　合掌の里のみ無料開放

■  ２ 月２１日（水）・２２日（木）　無料開放　合掌の里のみ無料開放

■１２月３１日（日）　　　　　休　館※

二
月
十
四
日
は
田
の
神
祭
り
の
た
め
休
演
。

※

二
月
十
四
日
は
田
の
神
祭
り
の
た
め
休
演
。
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市長のコラム

「
一
本
ず
つ

の
矢
は
折
れ

て
も
、
三
本

の
矢
を
束
ね

れ
ば
決
し
て

折
れ
る
こ

と
は
な
い
」。

戦
国
時
代
の
武
将
、
毛
利
元
就
が

一
族
の
結
束
を
諭
し
た
、
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
言
葉
で
す
。
こ
れ
を
下

呂
市
に
あ
て
は
め
た
場
合
、
旧
五

町
村
の
特
長
を
束
ね
る
べ
く
《
五

本
の
矢
》
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

今
年
も
巌
立
の
紅
葉
が
素
晴
ら

し
く
、
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
は

下
呂
温
泉
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
大

勢
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
関
係
者

の
ご
努
力
で
徐
々
に
で
す
が
観
光

に
お
い
て
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
も
出

始
め
て
き
ま
し
た
。
下
呂
市
に
は

春
の
苗
代
桜
に
始
ま
り
、
夏
祭

り
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
花
火
と
四

季
折
々
に
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
御

嶽
山
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か

の
山
々
、
無
数
の
滝
、
清
流
馬
瀬

川
、
益
田
川
、
風
光
明
美
な
中
山

七
里
、
神
秘
に
満
ち
た
巨
石
群
、

皇
樹
の
杜
等
々
、
観
光
資
源
は
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。

観
光
と
は
「
光
を
観
る
」
と
書

き
ま
す
。
よ
そ
に
は
な
い
光
を
観

て
感
動
し
た
い
た
め
に
人
は
わ
ざ

わ
ざ
遠
く
か
ら
や
っ
て
来
る
の
で

す
。
そ
し
て
そ
の
光
と
は
、
そ
の

地
域
に
し
か
な
い
絶
対
的
な
《
特

長
》
を
言
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
特
長
と
し
て
は
、
太
古
の
時

代
よ
り
大
自
然
の
力
に
よ
っ
て
築

き
上
げ
ら
れ
て
き
た
自
然
の
造
形

美
こ
そ
が
、
そ
れ
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
下
呂
市
に
は
そ
れ
が

十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

観
光
立
市
と
し
て
即
効
性
の
あ

る
観
光
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
一
度
落
ち
着
い
て
下
呂

市
の
《
特
長
》
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
よ
そ
や
都
会

の
ま
ね
ご
と
を
す
る
の
で
は
な

く
、
下
呂
市
の
地
形
や
風
土
、
歴

史
を
生
か
し
た
観
光
振
興
が
ま
ず

は
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
テ
ー
マ

パ
ー
ク
や
巨
大
な
箱
物
な
ら
ば
、

平
ら
な
土
地
さ
え
あ
れ
ば
日
本
中

ど
こ
に
で
も
で
き
ま
す
。
し
か
し

下
呂
市
内
の
大
自
然
は
何
兆
円
か

け
て
も
造
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
、
他
の
地
域
が
ま
ね
を
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が

特
長
で
あ
り
、
大
い
に
生
か
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
問
題
は
そ
れ
が

ま
だ
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な

い
、
五
本
の
矢
と
し
て

連
携
し
き
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

合
併
し
て
３
年
が
た
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
合
併
そ
れ
自
体
は
、

新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に

行
っ
た
こ
と
で
、
合
併
し
て
良

か
っ
た
か
悪
か
っ
た
か
は
早
計
に

判
断
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
す
べ
て
が
今
後
の
取
り
組
み

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

観
光
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
に
お
い
て
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
特
長
を

出
し
光
り
輝
く
こ
と
で
す
。
そ
の

光
り
輝
く
五
本
の
矢
を
束
ね
た
と

き
初
め
て
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
が

実
感
と
な
っ
て
感
じ
ら
れ
て
く
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

下
呂
市
長　

山
田
良
司

五本の矢

下呂温泉花火ミュージカル　冬公演

12月2日、9日、16日
20:00～ 20:15　※荒天中止

12月23日
20:00～ 20:30　※荒天順延

打ち上げ場所―下呂大橋上流

コンピューターを駆使した特殊演出花
火が、さまざまな音楽に合わせて華麗
に打ち上がる、音と光の壮大なライブ
ショーです。
主催）下呂温泉花火ミュージカル冬公演実行委員会
問）観光商工部観光課 ☎24-2222・内線 156
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　　朗読ボランティア

「ひとつぶのたね」

絵本を投影する「デジタルビューア」
を操作する会員

市民会館の図書室で読み聞かせの打ち合わせをする会員

10 月 29 日には、絵本を通した
子育て講演会を主催

金山東保育園に出向いた会員の皆さん

　読み聞かせは「親子の絆
きずな

を深めることができる」

と話すのは、代表の細江万里さん。「お腹の中の赤ちゃ

んにお父さんやお母さんが読み聞かせるのも、胎児

によい影響を与えるんですよ」とその効果を話します。

　子どもたちが読み聞かせに耳を傾け、目を輝かせ

ている姿に心を打たれ、平成13年に地域のお母さん

たちと朗読ボランティア「ひとつぶのたね」をつく

りました。子どもたちの心に絵本の中の「ことばの種」

をまくことができたらとの思いが込められています。

　会員は現在11名。毎月、市の乳児検診時や第４土

曜日午後２時から下呂中央児童館で子どもたちやお

母さんたちを前に読み聞かせを行っています。

　昨年秋に絵本を大きく投影する「デジタルビュー

ア」を購入。大勢の子どもたちの前での読み聞かせ

にも対応できるようになったため、市内の保育園や

小学校から依頼を受けることが多くなり、会員が交

代で出かけています。

　12月４日には上原小学校で、東京フィルハーモニー

交響楽団に所属する森純一さん、西上和子さんのファ

ゴットとピアノの生演奏をバックに、読み聞かせの

会を開きます。教材を作り、発音やアクセント、話

すスピードに気をつけながら、役になりきって話せ

るよう練習に励んでいます。

　読み聞かせには、瀬田貞二作『かさじぞう』や『ね

ずみじょうど』など昔から語り継がれている本や昔

話がよいそうです。「まずは大人が本を好きになるこ

とが大切」「字を追うのではなく語りかけるように読

むのがコツ」と会員の皆さん。お母さん、お父さん、

絵本で親子のきずなを深めましょう。

【会員募集しています 細江万里 ☎090-5853-7718】

子育て支援編


